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容 

 

概  要 

 

カメラで撮影された画像・映像中に小さく写る物体を綺麗に高解像度化する技

術（超解像）．縦横４倍超解像の例を，下記関連情報中の画像に示す．この例

では，超解像の効果を確認しやすい領域を切り取って表示している． 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

２０１８年に開催された国際的な超解像の競技会で１位を獲得した． 

競技内容は，超解像画像の PSNR（ピーク信号対雑音比）で最高性能を出すこ

と，および，人間の主観的な評価により最高性能を出すこと． 

本技術の 

有用性 

遠方物体または微小物体の画像中における検出や認識に有用． 

古い記録メディア（VHS やDVD）などに保存されている低質映像，または，

通信帯域の制限による低質映像などの高解像度化に有用． 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

左から，入力低解像画像，一般的な補間による拡大画像，提案手法の結果． 

適用可能製品 
車載カメラにおける遠方歩行者検出や行動認識．微細な傷などの外観検査． 

テレビ，HDD レコーダ，スマホにおける映像の高解像度化． 
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